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検索→
花言葉：真実の友情

わ
す
れ
な
草

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労 働 相 談 は 無 料 です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。

軒
並
み
低
額
回
答

内
部
留
保
（
溜
め
込
み

金
）
抱
え
な
が
ら
、
自
動

車
、
電
機
、
鉄
鋼
な
ど
の

大
企
業
は
、
基
本
賃
金
を

引
き
上
げ
る
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
（
ベ
ア
）
に
つ
い
て
ト

ヨ
タ
自
動
車
な
ど
が
ゼ
ロ

回
答
と
し
、
多
く
が
前
年

を
下
回
る
な
ど
低
額
回
答

と
な
り
ま
し
た
。

実
質
賃
金
の
低
下
と

増
税
で
厳
し
い
生
活

実
質
賃
金
低
下
の
一
方

で
消
費
税
１
０
％
増
税
が

実
施
さ
れ
る
な
か
、
労
働

者
の
生
活
改
善
と
内
需
を

中
心
と
す
る
経
済
再
生
に

ほ
ど
遠
い
水
準
で
、
大
企

業
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

安
倍
首
相
が
強
調
し
た
ベ

ア
は
６
年
で
と
ん
挫
し
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
た
ん

を
示
し
て
い
ま
す
。

電
機
各
社
で
も
格
差

電
機
で
は
日
立
製
作
所

が
ベ
ア
月
１
５
０
０
円
の

一
方
、
三
菱
電
機
や
東
芝

は
昨
年
並
み
の
１
０
０
０

円
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
は
福
利
厚
生
な
ど
を
加

え
て
１
０
０
０
円
と
し
ベ

ア
を
縮
小
し
ま
し
た
。

沖
電
気
は
賃
上
げ
１
０

０
０
円
に
と
ど
ま
り
、
そ

れ
も
グ
レ
ー
ド
給
に
３
０

０
円
、
成
果
加
算
給
に
７

０
０
円
（
標
準
成
績
）
と

格
差
配
分
・
評
価
に
基
づ

く
格
差
拡
大
を
容
認
す
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
う
時
こ
そ

企
業
の
社
会
的
責
任
を

内
部
留
保
（
溜
め
込
み

金
）
を
抱
え
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
な
ど
に
よ
る
景
気
減

速
へ
の
懸
念
な
ど
を
理
由

に
抑
え
込
み
に
終
始
。
企

業
の
社
会
的
責
任
を
放
棄

す
る
も
の
で
す
。

４月からの法改正（パートタイム・有期雇用

労働法）に対応するとして、契約社員就業規

則の変更がされます。福利厚生については、

すべてが対象となっていない等、不十分な改

正となっています。

子ども手当支給（１万円/人）、
弔事・慶事特別休暇、年休
の時間単位取得可等・・・
不合理な格差改善始まる

２０春闘

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
最

近
の
状
況
は
、
東
京
で
の
感

染
が
一
気
に
広
が
り
小
池
都

知
事
が
「
感
染
爆
発
の
重
大
局
面
」
と
外

出
自
粛
を
呼
び
か
け
、
更
な
る
制
限
を
警

戒
し
て
か
、
食
料
品
な
ど
の
買
い
占
め
が

始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
世
界
の
主
要

都
市
で
は
、
外
出
禁
止
措
置
が
取
ら
れ
、

Ｔ
Ｖ
か
ら
は
人
影
の
な
い
街
並
み
が
映
し

出
さ
れ
、
改
め
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
脅
威

を
感
じ
ま
す
▼
外
出
・
移
動
の
自
粛
、
出

入
国
の
禁
止
等
々
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
脅
威
は
、
経
済
活
動
を
止
め
て
し
ま

い
、
働
く
人
々
の
生
活
基
盤
を
奪
っ
て
い

ま
す
。
台
風
な
ど
の
災
害
と
同
様
に
自
己

責
任
で
は
な
く
、
生
活
基
盤
を
奪
わ
れ
た

被
害
に
対
す
る
手
当
を
ど
う
す
る
か
、
政

府
や
自
治
体
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
▼
今
回
の
ウ
イ
ル
ス
災
害
を
報
じ
る
新

聞
に
「
国
家
と
は
、
国
民
が
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
機
構
だ
」

と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
安
倍
首
相

も
「
国
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
の
が
私

の
使
命
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
今
、
国
や

自
治
体
が
行
な
う
こ
と
は
、
自
粛
要
請
と

同
時
に
被
害
へ
の
具
体
的
な
救
済
措
置
を

示
す
こ
と
で
す
。
外
出
や
イ
ベ
ン
ト
の
自

粛
に
よ
っ
て
多
く
の
国
民
が
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
の
は
、
収
入
が
無
く
な
る
か
ら
で
、

生
活
を
直
撃
し
て
い
る
収
入
の
補
填
を
具

体
的
に
示
さ
ず
、
自
粛
だ
け
を
求
め
る
こ

と
は
先
行
き
不
安
を
抱
か
せ
る
だ
け
で
す

▼
ウ
イ
ル
ス
災
害
が
治
ま
っ
た
後
の
経
済

再
生
も
大
き
な
課
題
で
す
。
今
か
ら
、
冷

え
込
ん
だ
消
費
を
回
復
さ
せ
る
方
策
を
示

す
必
要
が
あ
り
、
消
費
意
欲
を
ど
の
よ
う

に
立
て
直
す
か
、
ま
ず
は
消
費
税
の
削
減

が
重
要
で
す
。
同
時
に
、
税
金
を
戦
闘
機

の
爆
買
い
に
使
う
の
で
は
な
く
、
国
民
生

活
を
優
先
し
て
使
う
様
に
変
え
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
す
▼
企
業
も
、
今
ま
で
蓄
え

て
き
た
内
部
留
保
を
従
業
員
に
還
元
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
内
部
留
保
は
従

業
員
が
働
い
た
成
果
で
す
の
で
、
経
営
者

の
社
会
的
責
任
の
観
点
か
ら
従
業
員
の
た

め
に
使
う
べ
き
で
す
。

（
Ｏ
）



　地球温暖化対策
 ２０１９年ランキング
  １～３位　該当なし
４（４） スウェーデン

５（１５） デンマーク

６（５） モロッコ

７（８） 英国

８（６） リトアニア

９（１１） インド

１０（１３） フィンランド

３０（３３） 中国

 以下最低グループ
５１（４９） 日本

５２（５２） ロシア

５３（５１）　マレーシア
５４（５３） カザフスタン

５５（５４） カナダ

５６（５５） オーストラリア

５７（５８） イラン

５８（５７） 韓国

５９（５６） 台湾

６０（６０） サウジアラビア

６１（５９） 米国

　　（　　）は１８年

先進国の石炭火力
発電廃止目標年度

ベルギー １６年廃止

フランス ２１年
英国 ２５年
イタリア ２５年
オランダ ３０年
カナダ ３０年
デンマーク ３０年
ドイツ ３８年
日本 未定

４０歳～６４歳　社員の介護保険料率
～２０１１年 ～２０１９年 ２０２０年～ ２０２２年予

沖電気健保 1.18% 1.34% 1.69%

健保連 1.73% 1.79% 2.00%
健保連：健康保険連合会 ０．０５％アップで年間で約６千円増

(単 位 ： 円 ） 厚 生 労 働 省 全 労 連
２ ０ １ ９ 年 最 低 賃 金 最 低 生 計 費
札 幌 市 8 6 1 1 5 0 0
青 森 市 7 9 0 1 4 4 1
盛 岡 市 7 9 0 1 5 2 4
秋 田 市 7 9 0 1 4 4 6
仙 台 市 8 2 4 1 4 7 4
山 形 市 7 9 0 1 4 6 9
新 潟 市 8 3 0 1 6 1 3
福 島 市 7 9 8 1 4 8 0
さ い た ま 市 9 2 6 1 6 1 3
東 京 都 ・ 北 区 1 0 1 3 1 6 6 4
東 京 都 ・ 新 宿 区 1 0 1 3 1 7 7 2
東 京 都 ・ 世 田 谷 1 0 1 3 1 7 3 0
静 岡 市 8 8 5 1 6 4 4
名 古 屋 市 9 2 6 1 5 1 3
京 都 市 9 0 9 1 6 3 9
山 口 市 8 2 9 1 6 1 2
福 岡 市 8 4 1 1 5 1 7
佐 賀 県 7 9 0 1 6 1 3
長 崎 市 7 9 0 1 4 9 9
鹿 児 島 市 7 9 0 1 5 8 4

平 均 8 6 0 1 5 6 7
※ 全 労 連 最 低 生 計 費 は ２ ５ 歳 　 男 性 単 身 者

（ 月 の 労 働 時 間 を １ ５ ０ 時 間 と し た ）

沖 電 気 労 組 員 　 ２ ５ 歳 最 低 賃 金 （ ２ ０ １ ９ 年 ）

　 月 額 　 １ ８ １ ， ０ ０ ０ 円
時 給 換 算 　 １ ５ ０ 時 間 で 除 し た 1 2 0 6

よ
う
や
く
蕨
駅
の

ホ
ー
ム
ド
ア
稼
働

【
埼
玉
・
蕨
】

３
年
前
の
１
月
に
全
盲
の

男
性
が
蕨
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら

転
落
し
亡
く
な
る
と
い
う
事

故
が
あ
り
、
そ
の
た
め
ホ
ー

ム
ド
ア
の
一
刻
で
も
早
い
設

置
を
待
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

よ
う
や
く
先
日
蕨
駅
の
ホ
ー

ム
ド
ア
が
稼
働
し
ま
し
た
。

場
所
に
よ
っ
て
は
人
が
通
れ

る
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
同
様
の

事
故
の
心
配
も
あ
り
、
ホ
ー

ム
ド
ア
設
置
は
安
全
確
保
の

た
め
の
大
き
な
前
進
と
言
え

ま
す
。
蕨
市
の
対
応
も
予
算

に
補
助
金
を
盛
り
込
む
な
ど

よ
か
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。

今
後
も
安
全
で
暮
ら
し
や
す

い
蕨
市
で
あ
る
こ
と
を
祈
り

ま
す
。

契
約
社
員
の

労
働
条
件
が
改
善

【
群
馬
・
富
岡
】

４
月
か
ら
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
の
法
律
が
施
行
さ

れ
ま
す
。
富
岡
工
場
で
は
、

３
月
２
３
日
食
堂
で
契
約
社

員
全
員
に
対
し
て
説
明
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
時
間
外
割

増
率
が
正
社
員
と
同
じ
平
日

１
３
０
％
休
日
１
４
５
％
、

子
供
手
当
１
万
円
、
一
時
間

単
位
の
年
休
取
得
が
４
０
Ｈ

ま
で
、
目
的
別
休
暇
、
特
別

有
給
休
暇
な
ど
が
取
れ
る
な

ど
、
改
善
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
は
親
が
亡
く
な
っ
て

も
欠
勤
扱
い
で
し
た
が
、
今

回
か
ら
７
日
間
特
別
有
給
休

暇
が
取
れ
ま
す
。
改
善
を
歓

迎
す
る
声
が
多
く
聴
か
れ
ま

す
が
、
「
退
職
金
は
な
ぜ
も

ら
え
な
い
の
か
」
「
時
給
を

月
給
に
し
て
欲
し
い
」
「
年

齢
別
最
低
賃
金
の
適
用
を
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
は

か
な
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

法
律
の
精
神
に
則
り
、
更
な

る
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

週
２
枚
で
も
助
か
る

マ
ス
ク
の
支
給

【
埼
玉
・
本
庄
】

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の

拡
大
を
受
け
て
工
場
で
も
対

策
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
マ
ス
ク
不
足
」
の
た
め
職

場
に
マ
ス
ク
が
置
か
れ
な
く

な
り
、
薬
局
な
ど
で
も
買
え

な
く
て
不
安
が
つ
の
っ
て
い

ま
し
た
が
、
会
社
か
ら
「
１

週
間
に
マ
ス
ク
２
枚
と
ガ
ー

ゼ
１
０
枚
程
度
を
支
給
す
る
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
時
期
な
の
で
ホ
ン

ト
に
助
か
り
ま
す
」
と
い
う

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

食
堂
の
利
用
時
間
帯
を
ふ

た
つ
に
分
け
て
混
み
あ
わ
な

い
よ
う
に
す
る
事
や
、
感
染

し
た
時
の
休
暇(

特
別
休
暇

の
付
与
、
希
望
す
れ
ば
目
的

別
休
暇
を
取
得
で
き
る
等)

に
つ
い
て
指
示
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
ぜ
ひ
、
働
い

て
い
る
す
べ
て
の
人
（
契
約

社
員
な
ど
）
を
対
象
と
し
て

ほ
し
い
で
す
。
派
遣
社
員
に

つ
い
て
も
、
派
遣
会
社
の
十

分
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
が
踏
ん
張
り
ど
き

東
京
医
師
会
か
ら
の
訴
え

【
東
京
】

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
数
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
何
故
増
え

て
い
る
の
か
。
特
に
大
学
生

か
ら
四
〇
歳
代
の
人
が
、
感

染
し
て
も
無
症
状
か
軽
い
風

邪
だ
と
思
っ
て
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
き

な
原
因
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

（
一
部
抜
粋
）

こ
れ
か
ら
三
週
間
、
感
染

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
自

分
が
、
周
り
に
感
染
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
体
調
が
悪
け
れ

ば
休
ん
で
、
皆
ん
な
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

★ ８ 時 間 働 け ば 誰 で も 生 活 が で き る 職 場 を ★ ２０２０年 ４月 第３８１号

気
候
非
常
事
態

史
上
最
高
の
世
界
平
均
気
温

台
風
の
強
大
化
、
集
中
豪
雨
，

干
ば
つ
、
山
火
事
の
頻
発
、
海
面

の
上
昇
、
熱
中
症
の
増
加
、
農
作

物
の
収
量
低
下
、
難
民
の
発
生
、

絶
滅
動
植
物
の
増
加
、
・
・
・
世

界
中
で
温
暖
化
の
影
響
の
甚
大
化

を
実
感
す
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は

「
１
５
年
～
２
０
１
９
年
の
５
年

間
の
平
均
気
温
が
５
０
年
～
１
９

０
０
年
に
比
べ
て
１
・
１
度
上
昇

し
て
観
測
史
上
最
高
」
と
発
表
。

原
因
の
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
も
過

去
最
高
を
記
録
し
て
い
る
。

海
面
上
昇
最
大

魚
の
量
も
減
少

国
連
の
「
海
洋
と
雪
氷
圏
に
関

す
る
特
別
報
告
書
」
で
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
が
最
も
多
い
場
合

２
３
０
０
年
に
は
海
面
が
最
大
５
・

４
メ
ー
ト
ル
上
昇
す
る
。
海
水
温

度
の
上
昇
で
今
世
紀
末
ま
で
に
海

洋
生
物
が
最
大
２
０
％
減
り
、
魚

の
量
は
最
大
２
４
％
減
少
す
る
と

予
測
し
て
い
る
。

温
暖
化
対
策
日
本
５
１
位

米
国
が
最
下
位
の
６
１
位

ド
イ
ツ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
ジ
ャ
ー

ナ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
」
な
ど
の
分
析
に

よ
る
と
日
本
は
２
０
３
０
年
ま
で

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
目
標
が
不
十

分
と
し
て
、
下
位
評
価
。
石
炭
火

力
発
電
の
廃
止
政
策
で
も
日
本
は

「
依
存
度
を
可
能
な
限
り
引
き
下

げ
る
」
と
し
て
具
体
的
な
目
標
を

立
て
ず
、
「
脱
石
炭
」
見
送
り
。

《
沖
電
気
を
考
え
る

》

第
１
４
３
回

健
康
保
険
料
に
続
き
介
護
保
険
料
も
値
上
げ
へ

消
費
税
を
増
税
し
て

介
護
保

険
料
も
上
げ
る
の
？
詐
欺
み
た
い
！

沖
電
気
の
健
康
保
険
組
合
も
経
常

収
支
の
赤
字
で
保
険
料
率
が
１
０
％

に
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
介
護
保

険
料
率
も
４
月
か
ら
０
・
３
５
％

（
労
使
で
折
半
）
ア
ッ
プ
で
年
間
で

約
１
万
円
の
負
担
増
に
な
る
。

消
費
税
税
率
の
負
担
増
は
一
人
当

た
り
年
間
１
・
４
万
円
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
火
災
保
険
料
も
増
え
る

な
ど
、
国
民
生
活
は
苦
し
く
な
る
ば

か
り
。

政
府
は
消
費
税
を
５
％
に
戻
し
、

福
祉
重
視
の
施
策
へ
転
換
を
！

話

題

２
５
歳
・
必
要
な
最
低
生
計
費
は
時
給
１
５
０
０
円

（
全
労
連
・
調
査
）

沖
電
気
は
３
０
０
円
不
足

最下位

（４月）

（日本 アメリカ）


